
予算全体の姿

◆平成31年度当初予算（一般会計）の規模は、

対前年度比 7.4％の減で、総額 509億795万円

H31 H30

当初 ａ 当初 b

50,907,950 54,973,542

a-b

予算比 ▲4,065,592

伸率 ▲7.4%

平成３１年度当初予算（一般会計）のポイント
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市税の状況

◆平成31年度当初予算における市税収入は、

対前年度比 2億5,000万円、1.5％の増で、総額 164億円

Ｈ３１ Ｈ３０ 予算比 伸率 備考

個人市民税 6,401,000 6,120,000 281,000 4.6 所得割の増

法人市民税 1,002,000 1,032,000 ▲30,000 ▲2.9 法人数の減

固定資産税 6,557,669 6,535,413 22,256 0.3 家屋新築増による

軽自動車税 371,600 356,000 15,600 4.4 新税率の影響による増

市たばこ税 706,731 740,587 ▲33,856 ▲4.6 消費本数の減

都市計画税 1,338,000 1,343,000 ▲5,000 ▲0.4

入湯税 23,000 23,000 0 0.0

計 16,400,000 16,150,000 250,000 1.5

（単位： 千円・ ％）



地方交付税の状況

◆地方交付税は、対前年度比 2億3,000万円、2.4％の増で、

総額 99億8,000万円

◆臨時財政対策債は、対前年度比 ▲3億2,000万円、17.6％の減で、

総額 15億円

区分 Ｈ３１ Ｈ３０ 予算比 伸率

普通交付税 9,280,000 9,050,000 230,000 2.5

臨時財政対策債 1,500,000 1,820,000 ▲320,000 ▲17.6

小計 10,780,000 10,870,000 ▲90,000 ▲0.8

特別交付税 700,000 700,000 0 0.0

合計 11,480,000 11,570,000 ▲90,000 ▲0.8

※地方交付税 9,980,000 9,750,000 230,000 2.4

（単位： 千円・ ％）

※ 国の状況

・地方交付税 16兆1,809億円 （前年度比 ＋1,724億円、 ＋1.1％）

・臨時財政対策債 3兆2,568億円 （前年度比 ▲7,297億円、 ▲18.3％）

地方公共団体金融機構の公庫債権金利変動準備金の活用など地方交付税

の原資をできる限り確保し、地方交付税（交付ベース）について16.2 兆円を確保。

あわせて臨時財政対策債を前年度比0.7 兆円抑制。
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市債の状況

◆市債発行は、対前年度比 ▲34億 8,800万円、39.6％の減で、

総額 53億2,300万円

◆合併特例債 20億7,630万円を見込む。

区 分 Ｈ３１ Ｈ３０ 予算比 伸率
構成比

H31 H30

臨時財政対策債 1,500,000 1,820,000 ▲320,000 ▲17.6 28.2 20.7

建設地方債 3,823,000 6,991,000 ▲3,168,000 ▲45.3 71.8 79.3

うち 通常債 1,746,700 2,394,300 ▲647,600 ▲27.0 45.7 34.2

うち 合併特例債 2,076,300 4,596,700 ▲2,520,400 ▲54.8 54.3 65.8

合計 5,323,000 8,811,000 ▲3,488,000 ▲39.6 100.0 100.0

※通常債、合併特例債の構成比は建設地方債に占める割合

（単位： 千円・ ％）



義務的経費の状況

◆義務的経費は、対前年度比 7億7,337万7千円、3.2％の増で、

総額 252億2,140万2千円

【人件費】 対前年比 ▲1億5,050万円 ▲1.8％

職員給与費 ▲1億5,128万6千円 ▲2.0％

うち退職手当及び退職手当負担金

▲2億164万6千円 ▲34.2％

【扶助費】 対前年比 8億8,659万6千円 ＋8.5％

障害者介護給付等事業 ＋5億8,887万4千円 ＋26.4％

特定教育・保育施設型給付事業

＋1億5,633万7千円 ＋7.3％

児童扶養手当支給事業 ＋1億1,000万円 ＋20.4％

【公債費】 対前年比 3,728万1千円 ＋0.7％
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投資的経費の状況

◆投資的経費は、対前年度比 ▲25億6,846万8千円、30.9％の減で、

総額 57億4,881万4千円

【主な事業】

神社小学校・大湊小学校統合校整備事業 ９６２，９８２千円

中心市街地再生事業 ５９４，４００千円

観光文化会館施設維持補修経費 ３８２，５４７千円

高向小俣線ほか1線整備事業 ３４７，１０７千円

排水機場維持管理経費（ポンプ場機能更新） ２４３，６１１千円

二見地区小中学校整備事業 ２０４，４２２千円

排水施設整備事業 １９０，１００千円

避難所等整備事業 １３１，９２０千円

楠部２２号線整備事業 １２８，４４３千円

水産物供給基盤機能保全事業 １２４，０００千円



繰出金の状況

◆特別会計、企業会計に対する繰出金は、対前年度比 ▲1億7,637万6千円、2.3％の減で、

総額 75億4,471万9千円

病院事業会計 ▲２億８,２９９万９千円

出資金の状況

病院事業会計 ▲１８億３,５２０万円

◆出資金は、対前年度比 ▲18億5,430万円、99.5％の減で、

総額 990万円

◆一般財源不足額に対して、財政調整基金35億8,600万円を繰入予定

平成30年度当初予算における財政調整基金繰入金の予算計上額は、47億円

※Ｈ30年度末財政調整基金残高見込み 112億4,901万円

※Ｈ31年度末財政調整基金残高見込み 76億9,441万1千円

財政調整基金の状況



H30 補正予算
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一般会計 ５号補正状況

補正前 ５６３億９,７２１万４千円

補正額 ▲１１億３,９８５万６千円

補正後 ５５２億５,７３５万８千円

○ 通常の最終的な計数整理に伴う補正予算

○ 市税・地方交付税の歳入増に伴う基金繰入れの減額

財政調整基金繰入金 ▲７億７,２００万円


